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 2024年３月期 第２四半期連結決算ハイライト 
阪和興業株式会社

2024年３月期 第２四半期決算の概要 (単位：億円　億円未満切捨て)
・

・

本年度第２四半期決算は、先行きの不透明感から鋼材需要やスクラップ需要などが減少したことに加え、鋼材や非鉄金属、原油などの商品価格が前年同期比で
は低い水準で推移したことにより、売上高は前年同期比10％減の1兆2,012億円となりました。利益面では、食品事業を除く全ての事業セグメントで減益とな
り、営業利益は前年同期比36％減の263億円となりました。また、プライマリーメタル事業を中心に持分法による投資利益が減少したこと、戦略的投資先など
からの配当収入が減少したことや前期に差益であった為替差損益が差損に転じたことなどから、経常利益は前年同期比48％減の274億円に、親会社株主に帰属
する四半期純利益は前年同期比49％減の190億円となりました。

年間配当は170円（中間配当85円、期末配当85円）を予定しております。

財 政 状 態 前期末 当第２四半期
前 期 比

主な要因
増 減 増減率

総 資 産 11,577 11,832 254 2% （総資産）

経 営 成 績
前年同期比

主な要因 負 債 8,489 8,471 

( 流 動 資 産 ) 9,287 9,404 116 1% 

( 固 定 資 産 ) 2,290 2,427 

△17 △0% 増 減 増減率

前第２四半期 当第２四半期
（累計）

　(グロス有利子負債) 3,809 3,983 173 

137 6% 

5% 
売 上 高 13,389 12,012 △1,376 △10% （売上高）

　(ネット有利子負債) 2,967 3,208 240 8% 
先行きの不透明感から鋼材需要やスクラップ需要などが減少したことに加え、
鋼材や非鉄金属、原油などの商品価格が前年同期比では低い水準で推移したこ
とにより、売上高は前年同期比10％減の1兆2,012億円となりました。

売 上 総 利 益 711 602 △108 △15% 　NｅｔＤＥＲ 1.0/0.8*倍 1.0/0.8*倍 △0.0倍 △1% 

純 資 産 3,088 3,360 272 9% 

31% 

△7% 

( 株 主 資 本 ) 2,708 2,883 174 6% 
営 業 利 益 413 263 △150 △36% 

販 管 費 297 339 41 14% 
（販管費）

276 

営 業 外 収 益 182 74 △108 △59% 　(非支配株主持分) 56 52 △4 

前年同期比で41億円（新規連結子会社の影響額は１億円）の増加でした。 　(その他の包括利益累計額) 322 423 101 

9% 

経 常 利 益 529 274 △255 △48% 
営業外収益は108億円減少し、営業外費用は３億円減少しました。
経常利益に対する主な影響は以下の通りです。
　受取利息　　　：前年同期比で８億円の増加
　受取配当金　　：前年同期比で46億円の減少
　持分法投資利益：前年同期比で50億円の減少
　為替差益　　　：前年同期比で18億円の減少
  支払利息　　　：前年同期比で95百万円の減少

自己資本比率 26.2/28.3*% 28.0/30.1*%

営 業 外 費 用 66 63 △3 △5% 
（営業外損益）

Ｂ Ｐ Ｓ 7,459.39円 8,132.89円 673.50円 9% 

自 己 資 本 3,031 3,307 

増 減 増減率
特 別 損 失 3 6 3 101% 

営業活動によるＣＦ

1.8pt 7% 

特 別 利 益 8 ― △8 △100% キャッシュ･フロー

1,101 △151 △1,252 ― （営業CF）
税引前四半期純利益 534 268 △266 △50% 

法 人 税 等 140 71 △69 △49% （投資CF）

（特別利益） 財務活動によるＣＦ △1,225 102 

投資活動によるＣＦ △86 △19 66 △77% 

現金及び現金同等物 1,378 774 △603 △44% 親会社株主帰属分 371 190 △181 △49% 

四 半 期 純 利 益 393 196 △196 △50% 　投資有価証券売却益：前年同期比で５億円の減少
　仲裁関連収入　　　：前年同期比で２億円の減少

非支配株主帰属分 21 5 △15 △72% 
【売上高推移】 【四半期業績推移】

Ｅ Ｐ Ｓ 915.15円 469.32円 △445.83円 △49% （特別損失）

四 半 期 包 括 利 益 572 299 △272 △48% 
　投資有価証券評価損：前年同期比で３億円の増加

セグメントの状況
売  上  高 セグメント損益(経常損益)

主な要因
前第２四半期 当第２四半期 増減率 前第２四半期 当第２四半期 増減率

△26% 
(鉄鋼)
国内建設分野などでのソリューション機能の強化に伴い取扱い案件が増加したこ
とに加え、前第３四半期連結会計期間に連結子会社化した田中鉄鋼販売㈱の業
績寄与もあり、増収となりました。一方、利益面では、鉄鋼製品市況下落の影響を
受け、海外子会社を中心に利幅が縮小しました。
(プライマリーメタル)
需要低迷を背景にステンレス鋼板などのステンレス製品の取扱量が減少したこと
に加え、各種商材価格が調整局面を迎えたこともあり、減収となりました。一方、利
益面では、戦略的投資先などからの配当収入の減少や、SAMANCOR CHROME
HOLDINGS PROPRIETARY LTD.からの持分法による投資利益の減少が利益を押
し下げました。
(リサイクルメタル)
各国の景気後退懸念などからベースメタルの国際価格が前年同期に比べ安値で
推移したことに加え、ステンレススクラップを中心に需要減退の影響を受け取扱量
も減少しました。また、ヘッジ目的の商品先渡取引の評価益の計上額が前年同期
比で縮小しました。
(食品)
鮭や海老、鶏肉を中心に仕入コスト上昇分の価格転嫁が進んだ一方、カニ相場下
落の影響などを受けました。
(エネルギー・生活資材)
PKS（パーム椰子殻）やウッドペレットを中心に取扱量は拡大したものの、石油製品
価格が前年同期に比べ安値で推移した影響が大きく、収益・利益を押し下げまし
た。
(海外販売子会社)
インドネシアや米国の販売子会社を中心に取扱量が減少しました。また、鉄鋼製品
や非鉄金属製品の市況下落が海外販売子会社全体の利幅を押し下げました。

プライマリー
メ タ ル

1,252 1,107 △12% 125 70 △44% 

食 品

鉄 鋼 6,108 6,285 3% 179 133

614 613 △0% △ 2 △ 1 45% 

△78% 

海外販売子会社

【親会社株主に帰属する当期純利益推移】 【有利子負債推移】リ サ イ ク ル
メ タ ル

778 581 △25% 54 8 △85% 

2,549 1,703 △33% 54 44 △17% 

エネルギー・
生 活 資 材

1,816 1,503 △17% 66 14

△43% 

そ の 他 799 617 △23% 22 18 △18% 

報告セグメント計 13,119 11,794 △10% 478 270

当期予想合 計 13,919 12,411 △11% 501 289 △42% 対前期増減率
今期の見通し 前期実績

通期業績
予想

配当の状況 前々期実績 前期実績

― 
売 上 高 26,682 27,000 

調 整 額 △ 529 △ 399 △25% 28 △ 14

△6% 期 末 50.00円 
Ｐ Ｌ 計 上 額 13,389 12,012 △10% 529 274 △48% 

有形固定資産の取得などによる支出によるもの

（財務CF）

売上債権及び契約資産が増加したことや未払金が減少したことなどに
よるもの

前年同期比
主な要因

トピックス

4月 HANWA AUSTRALIA PTY LTD.を設立。
HANWA PHILIPPINES CORPORATIONを設立。
東邦金属株式会社の株式の80％を取得し、子会社化。

親会社株主に帰属す
る 当 期 純 利 益

515 360 

80.00円 85.00円 

経 常 利 益 642 500 △22% 年 間 配 当 100.00円 130.00円 170.00円 

営 業 利 益 641 600 

（累計）

前第２四半期 当第２四半期

（累計） （累計）

* DOE（株主資本配当率）＝配当総額÷期首株主資本

売上債権や投資有価証券の増加などにより、前期末比
２％増となりました。

（負債）
１年内償還予定の社債が満期を迎えたことや、前年度
業績を反映した法人税等の納付に伴う未払法人税等の
減少などにより、前期末比0.2％減となりました。有
利子負債は５％増加し、Net DERは1.0倍(*0.8倍)とな
りました。

（純資産）
親会社株主に帰属する四半期純利益からの利益剰余金
の積み上がりや為替換算調整勘定などの変動により、
前期末比９％増となりました。
自己資本比率は、前期末比1.8ポイント上昇の28.0％
（*30.1％）となりました。
(*ハイブリッドローン考慮後のNet DER及び自己資本
比率)

△30% D O E ― ― 2.5% 

50.00円 50.00円 85.00円 1% 中 間 期

社債やコマーシャルペーパーの発行などによるもの

1,328 ― 

6,655 6,845 6,448 5,9256,0876,734
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